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法は存在しない。これは HBV の増殖の根源となる核内 HBV DNA (Covalently Closed 













内 HBV RNA、HBV DNA、培養上清中の HBV 抗原、HBV DNA を減少させることを見
出した。これらの結果より、ジクマロールは HBV の複製阻害活性を有することが示され
た。また、HBV 安定発現細胞株と HBV 感染細胞を用いた実験で、ジクマロールが実際






が見出されたジクマロールは HBV の増殖阻害、特に  cccDNA の減少を引き起こすこと
が明らかとなった。この実験系を応用した薬剤スクリーニング系は新規抗 HBV 薬の探索
に有効であり、HBV 慢性感染の原因となっている cccDNA を標的とした新たな創薬戦術
として有効であると考えられた。
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